
第２回タウンミーティング（地域自治会等意見交換会議） 議事要旨 

日時：平成 30 年７月 10 日（火）午後 7 時～午後 8 時 30 分 

場所：内本町コミュニティセンター 多目的ホール（１） 

対象中学校区：第五中学校（連合自治会区域：吹三、東） 

参加者数：17 名 

 

 

会議冒頭、市長より中核市への移行等、吹田の現状について説明をした後、自由な

意見交換を行った。 

市民意見・市の回答 

東 十三高槻線について、アスクルの開設や下水工事でトラックが頻繁に通るよう

になり、騒音と振動がひどい。何とかしていただきたい。 

市
長 

なるべく早く道路の舗装をするよう茨木土木事務所に伝えている。今しばらく

の辛抱だと思う。 

東 中学校給食について、東小学校は五中に隣接しており、立派な調理室がある。

温かい給食を出せるよう親子方式の検討をしていただきたい。 

市
長 

合意のもとで給食にするなど、各学校の多様性の中で検討できないかと教育委

員会と話をしたところである。また、御意見をいただきたい。 

吹
三 

１ 朝６時ごろ、アスクルの前に数十台のトラックが並んでいるが、近辺にある

家はかなり揺れ、非常に心配である。 

２ 豪雨について、夜中に一人住まいの高齢の方が避難したいということで、避

難場所である目俵体育館に連絡したがつながらなかった。避難場所を指定して

いるのであれば、有事の際は、連絡がつくようにしていただきたい。 

市
長 

１ 現状は、重量制限、速度制限、道路の舗装の三つで対応するしかない。大阪

府に伝える。 

２ 地震のときは避難所を開設したが、豪雨のときは全市的に避難所を開設する

必要はないと判断したため開設しなかった。 

東 北大阪の地震や豪雨の対応について 

１ これまで防災訓練などをしてきたが、情報の発信や共有が十分にできなかっ

たのが大きな課題であった。 

２ 有事のときの情報共有やすべきことが今一つ決定されてない反省があった

ので、市と協力して取り組む必要があると思った。 

市
長 

１ ホームページやスピーカー、広報車などそれぞれに長所・短所がある。今回

新しくチャレンジをしたのが Twitter で、こういったＳＮＳはアクセスが殺

到してもとまることはなく、すぐに情報を伝えることができる。いろいろな方

法を複雑に駆使しなければ情報は伝わらない。 

２ 発災後三日間は行政は地域に入れないので、地域で対応する必要がある。そ

こで必要な物があれば、市が補てんするので買っていただいて構わない、また、

普段からパニックの状況をつくり、リアルな訓練をしていただきたい。 



東 北大阪の地震と豪雨について 

１ 東小学校の体育館が避難所となったことについて、連合自治会長や各自治会

長に、なぜ連絡がなかったのか。 

２ 固定電話や携帯が使えないときの対応策として、市とのホットラインのよう

なものをつくっていただきたい。 

３ 小中学校による児童の安否確認について、学校よりメールにて児童の安否確

認があり電話で返答するとのことだが、全然つながらなかった。見直していた

だきたい。 

４ LINE が連絡手段として有効であったが、市が独自のＳＮＳを作成し、運用

すれば連合自治会長がやっていなくても、それを見た人が横流しをすることも

可能だと思う。 

５ エレベーターが使用できないときの対応策として、吹田市で階段の昇り降り

ができる車椅子を購入していただきたい。 

６ 災害時に使えるボックスを、市で設置していただきたい。 

市
長 

１ 市からの連絡は、朝に一度、市民部から各地区連合自治会長に連絡したのみ

で、その後は頻繁に連絡できる状況ではなかった。連合自治会の中で情報担当

を置いていただき、Twitter などで情報を広げてもらうというシステムをつく

れればと思っている。 

２ ホームページを災害用に書き換えたほか、コールセンターを設置した。今後

もそういった対応をしていく。 

３ システムとして問題があると思うので、伝えておく。 

４ 既にすいたんの Twitter や Facebook などがあるが、より宣伝しなければ

ならない。 

５ 吹田市は団地が多く、エレベーターは悩ましい課題である。防災訓練のとき

は、是非、2、30 代の若者を中心に最上階にいる高齢者をおんぶして下ろす

訓練をしていただきたい。 

６ 非常用の道具を置いておくボックスを、自治会として置くのはありだと思

う。危機管理室に伝える。 

吹
三 

中核市移行について、吹田市に吹田子ども家庭センターが移管された場合、よ

り機能を充実できるのか疑問に感じる。 

市
長 

中核市移行と同時に、吹田子ども家庭センターを市に移管するということはな

いが、まずは、既に移管されている市に職員を派遣をしたいと思っている。人と

お金の問題があるが、吹田市の使命だと考えているので、また事例などがあれば

教えていただきたい。 

吹
三 

北大阪の地震について 

１ Ｊアラートは想定どおり機能したのか。 

２ 当日の職員の出勤状況についてお伺いしたい。 



市
長 

１ 今回発生したような直下型の地震は、システムの都合上予測できないのが現

状である。 

２ 詳細な数字は把握していないが、７、８割出勤していたと思う。 

吹
三 

１ 中学校給食を希望されている保護者も多いので検討していただきたい。 

２ 日の出住宅跡地について、地域の声を聴いて活用していただきたい。 

市
長 

１ 中学校給食について、御希望があると教育委員会に伝えておく。 

２ 日の出町の中に長らく存在した場所で、皆さんのお声をお聴きしないという

ことはない。またお声をいただければと思う。 

吹
三 

十三高槻線について、騒音・振動でタイルにひびが入ったといった苦情も出て

おり訴訟問題が起きようとしている。道路と歩道で管轄が違うということだが、

訴訟相手はどこになるのか。 

土
木
部
長 

道路と歩道が複雑に入り組んでおり、府と市の区分はモザイク状になってい

る。まずは、府や事業所と連携をしながら、改善していきたい。 

吹
三 

避難場所について、吹三小学校の体育館は３階にあるが、３階は避難所として

ふさわしいのか。 

市
長 

避難所は雨露風をしのぐためのもので、おんぶをするなどして、地域の力で解

決をするしかない。ただし、ほかにも公共施設はあるので、避難者が少数の場合

などは柔軟に対応していきたい。 

 


